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本資料は、NACCS掲示板に掲載している情報を参考にして編纂しました。
各業務の詳細事項につきましては、システム業務資料をご参照ください。
【海上システム業務資料】
https://bbs.naccscenter.com/naccs/dfw/web/system/ref/sea/

【航空システム業務資料】
https://bbs.naccscenter.com/naccs/dfw/web/system/ref/air/

https://bbs.naccscenter.com/naccs/dfw/web/system/ref/sea/
https://bbs.naccscenter.com/naccs/dfw/web/system/ref/air/
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本資料の目的

１．本資料の目的

英字３文字または、 英３文字・数字２桁で付与しています。本資料では英字３文字の
近くに、日本語の業務名も併記しています。

NACCSは各業界の方々が「貨物の情報」を共有し、相互利用することで、各種手続きを
行います。

本資料は保税蔵置場の業務を中心に各業務の入力内容、照会業務、弊社のサポート
体制などを説明いたします。

CY（コンテナヤード）

IDC

輸入申告

保税蔵置場 通関業者

PKI
船卸確認登録

（一括）

BIA
搬入確認登録

（保税運送貨物）

業務コード

業務名称

２．業務コードについて

OLC
保税運送

通関業者、他

OLC11

保税運送呼出し

《 表示例 》 背景色緑は保税蔵置場の実施する業務

業務によって入力者が異なります。
業務の入力者を理解することが重要になります。

呼出し業務から登録済みデータ
を画面へ反映する機能があり、
入力項目の削減、ミスタイプの
防止に繋がります。



海上輸出業務
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海上輸出貨物処理フロー【コンテナ貨物の場合】

CY

通
関

保
税
蔵
置
場

船
会
社

ECR
輸出貨物
情報登録

船積確認
通知情報

EDC
輸出申告

BIC
搬入確認登録
（輸出未通関）

CCL
船積確認

登録

CLR
船積情報

登録

コンテナ貨物の場合、VAN／VAE（バンニング情報登録）業務は、輸出貨物とコンテナを
関連付ける重要な業務であり、必須業務となります。

CYA
CY搬入

登録

VANまたはVAE
バンニング情報登録

許可・承認貨物
（輸出）情報

輸出貨物
登録情報

通関業者等の必須業務

コンテナ
通知情報

バンニング業務は搬出業務を
兼ねています

税
関

積コンテナリスト
提出情報
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コンテナ単位または輸出管理番号単位のいず
れかで業務コードを選択

CLR（船積情報登録）業務を実施することで、
積コンテナリストが提出されコンテナ自体の
通関処理が行われます



保税蔵置場 海上輸出貨物における搬出入業務

CYA
CY搬入

登録

BIC
搬入確認登録
（輸出未通関）

内貨引取

BOC
搬出確認登録
（輸出許可済）

保税蔵置場A 保税蔵置場B

EDC
輸出申告

輸出貨物における搬出入業務

バンニング業務は搬出業務を
兼ねています

BIF11
輸出貨物情報
訂正呼出し

BID
搬入確認登録
（輸出許可済）

BOB
搬出確認登録
（貨物引取）

搬入情報を訂正する場合

国内引取りとなった場合

バンニング情報を訂正する場合

バンニング情報を取り消す場合

NACCS不参加の
保税蔵置場等

でマニュアル許可

VAD11
バンニング

情報訂正呼出し

VAN/VAE
バンニング
情報登録

VAD
バンニング
情報訂正

BIF
輸出貨物情報

訂正

BIE
システム外搬入確認登録

（輸出許可済）

VAC
バンニング
情報取消

ECR
輸出貨物
情報登録

保税蔵置場の管理資料として、貨物の搬出あるいは輸出許可情報が登録された日の翌週に、
「輸出貨物搬出入データ（G02）」が出力されます。

許可・承認貨物
（輸出）情報
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BIC：搬入確認登録（輸出未通関）

通
関
・海
貨

通
関

輸出許可

EDC
輸出申告

必須
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許可・承認貨物
（輸出）情報

BIC
搬入確認登録
（輸出未通関）

保税蔵置場

対査確認

ECR 輸出貨物登録情報 出力情報

輸出貨物
登録情報

搬入が数日間に渡って行われた
場合は、最後に搬入された日の
日付を登録

BIC（搬入確認登録 （輸出未通関）） 入力画面

本業務の入力は、基本的に「輸出管理番号」、「搬入日時」、「搬入個数（単位）」の必須項目
を入力するのみとなっています。

ECR
輸出貨物
情報登録

海上システム参加蔵置場 海上システム参加蔵置場

通関業者 保税蔵置場 通関業者 保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩD）

輸出貨物情報登録
（ECR）

搬入確認登録
（BIC）

輸出申告
（EDA／EDC）

搬出確認登録
（ＢＯC）

船積確認登録
（CLR／CCL）

船会社等保税蔵置場

バンニング情報登録
（VAN／VAE）

「搬入日時」は入力日より
過去の日であれば登録可能
※搬入日時の「時間」は任意



BOC：搬出確認登録（輸出許可済）

本業務は、登録日より60日間（日・祝含む）取消可能ですが、次の保税蔵置場で
BID（搬入確認登録）業務が行われた場合は取消しできません。

• 貨物が次に搬入される保税地域コードを入力。

• 搬出後、保税地域を経由せずに直接本船へ積む場合は『搬入先』に

船舶コ－ド（コールサイン）を入力し、『船会社』欄に船会社コードを入力。

（不明な場合は、『搬入先』と『船会社』の両方に『9999』を入力）

BOC（搬出確認登録 （輸出許可済）） 入力画面
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• 全ての貨物の搬出を一度に取り消す場合は、「１：搬出取消し（一括）」を選択します。

•一部の貨物の搬出を取り消す場合は、「３：搬出取消し（個別）」を選択します。

海上システム参加蔵置場 海上システム参加蔵置場

通関業者 保税蔵置場 通関業者 保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩD）

輸出貨物情報登録
（ECR）

搬入確認登録
（BIC）

輸出申告
（EDA／EDC）

搬出確認登録
（ＢＯC）

船積確認登録
（CLR／CCL）

船会社等保税蔵置場

バンニング情報登録
（VAN／VAE）



BID：搬入確認登録（輸出許可済）
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BID（搬入確認登録 （輸出許可済）） 入力画面

BOC（搬出確認登録（輸出許可済））業務で、
搬出された全ての貨物を一度に搬入する場合は「T:一括」、
一部の貨物を搬入する場合は「K:個別」を入力。

「T:一括」の場合は
必須入力

搬出番号は、以下2通りの欄に表示されます。
①ICG(貨物情報照会）業務の指定情報「TRN:搬出入情報」の許可承認番号欄
②BOC業務実施の際、出力される帳票「搬出確認登録通知情報」の左側最上部

「K：個別」の場合「T：一括」の場合

「K:個別」の場合は
必須入力。

搬出元が、システム不参加蔵
置場である場合には入力不要

搬入日時が輸出管理番号毎に
異なる場合は、「K：個別」で
BID業務を実施する。

海上システム参加蔵置場 海上システム参加蔵置場

通関業者 保税蔵置場 通関業者 保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩD）

輸出貨物情報登録
（ECR）

搬入確認登録
（BIC）

輸出申告
（EDA／EDC）

搬出確認登録
（ＢＯC）

船積確認登録
（CLR／CCL）

船会社等保税蔵置場

バンニング情報登録
（VAN／VAE）

保税蔵置場A 保税蔵置場B

輸出許可貨物

搬出 搬入

BID
搬入確認登録
（輸出許可済）搬出確認登録

通知情報

BOC
搬出確認登録
（輸出許可済）

対査確認



VAN：バンニング情報登録 （コンテナ単位）

１本のコンテナに複数の輸出管理番号の貨物をバンニングする場合

VAN11（バンニング情報登録呼出 （コンテナ単位））入力画面
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VAN（バンニング情報登録（コンテナ単位））入力画面

バンニング予定情報が登録さ
れている場合は、仮コンテナ
番号を入力することで情報を
呼び出せます。

シール番号欄は必須項目
です。コンテナがフラット
ラックコンテナの場合は、
「NIL」と入力する。

・搬入先コードは必須入力。搬入先の保税地域コード、または直接本船に船積みする場合は、
積載予定船舶コードを入力します。
・経由地バンニング時は、経由地コードを入力し、シール番号は入力できません。

コンテナサイズコード
長さ x 高さ コード

20’x 8’0”     20
20’x 8’6”     22
20’x 9’0”     24
20’x 9’6”     25 
40’x 8’0”     40
40’x 8’6”     42
40’x 9’0”     44
40’x 9’6”     45 

※サイズの単位：フィート

コンテナタイプ コード
ドライ GP
冷凍（※） RT
オープントップ UT
フラットラック PF
タンクコンテナ TN
その他 SN

※温度設定可能なコンテナ

１本のコンテナに輸出管理
番号100件まで登録可能



VAE：バンニング情報登録（輸出管理番号単位）

１つの輸出管理番号の貨物を複数コンテナにバンニングする場合

VAE11（バンニング情報登録 （輸出管理番号単位）呼出）入力画面

VAE（バンニング情報登録 （輸出管理番号単位））入力画面
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バンニング予定情報が登録
されている場合は、当該識別
「1」を選択することで情報を
呼び出せます。

・本業務一回につき、30本までバンニング登録することができます。
30本を超過する場合は、再度、同様の手順で本業務を行ってください。

コンテナサイズコード
長さ x 高さ コード

20’x 8’0”     20
20’x 8’6”     22
20’x 9’0”     24
20’x 9’6”     25 
40’x 8’0”     40
40’x 8’6”     42
40’x 9’0”     44
40’x 9’6”     45 

※サイズの単位：フィート

コンテナタイプ コード
ドライ GP
冷凍（※） RT
オープントップ UT
フラットラック PF
タンクコンテナ TN
その他 SN

※温度設定可能なコンテナ



海上輸入業務
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海上輸入貨物処理フロー【コンテナ貨物の場合】

CY

船
会
社

海
貨

保
税
蔵
置
場

通
関

MFR
積荷目録
情報登録

DMF
積荷目録

提出

IDA
輸入申告
事項登録

貨物引取り

OLC
保税運送

申告 IDC
輸入申告

BIA
搬入確認登録

（保税運送貨物）

PKI
船卸確認

登録

CYO
CY搬出

確認登録

（
代
理
店
）

輸入許可
情報

税
関

卸コンテナリスト
提出情報
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PID
到着確認

登録

保税運送
承認情報

PKI（船卸確認登録）業務を実施することで、
卸コンテナリストが提出されコンテナ自体の
通関処理が行われます



保税蔵置場 海上輸入貨物における搬出入業務

輸入貨物における搬出入業務

海上システムで
保税運送申告

する貨物

ボートノートで
運送する貨物

マニュアルで
保税運送申告

する貨物

No

Yes

OLC
保税運送申告

BOA
搬出確認登録
（保税運送貨物）

BIB
システム外搬入確認

（輸入貨物）

海上システムに
貨物情報

登録があるか？

次ページへ続く保税蔵置場

搬入

保税蔵置場
から搬出する

CYから
搬出する

CYO
CY搬出

確認登録

NVC01/02
混載貨物
情報登録

混載貨物

BIA
搬入確認登録

（保税運送貨物）

NVC01/02
ハウスB/L

貨物情報登録

CTS
ハウスB/L

貨物確認登録

(※１)

（※1）BIA後に
NVCをするときは
CTSが必要

到着確認はマニュアル
※関税法基本通達63-13
（運送貨物の到着の確認）に
準じて処理します

CAT
保税運送
到着確認

税関

【BIB業務の留意事項】
第6次NACCSでは、海上システムで航空貨物を取扱う機能を廃止し、海上貨物は
海上システムで、航空貨物は航空システムで処理することを原則とします。
よって航空貨物のBIB業務での搬入確認は不可となります。
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（※2）一回目の蔵入等承認申請で、
併せ運送ありの場合のみ必要。

保税蔵置場 海上輸入貨物における搬出入業務

輸入貨物における搬出入業務（続き）

輸入通関
OR

保税運送？

前ページから続く

OLC
保税運送申告

IDA
輸入申告事項登録

IDC
輸入申告

BOA
搬出確認登録

（保税運送貨物）

保税運送

輸入通関

貨物引取り 他の保税地域へ

保税蔵置場

搬出

(※2)

SAI11→SAI
輸入貨物情報訂正

貨物情報を
訂正する時。

保税蔵置場の管理資料として、貨物の搬出あるいは輸入許可情報が登録された日の翌週に、
「輸入貨物搬出入データ（Ｇ01）」が出力されます。

BIX11→BIX

システム外
搬入確認取消
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輸入許可後、バラ貨物として
搬出する時は、搬出確認登録
は必要ありません
輸入許可により内国貨物となり、
税関の管理、及びNACCS業務
の範疇から外れます

BIB を取消・変更する時

蔵入等承認貨物
（併せ運送有りの場合）
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PKI
船卸確認

登録

BOA
搬出確認登録

（保税運送貨物）

「保税運送申告番号」による呼出し

保税運送申告
取消

運送期間
延長申請

OLC11
保税運送申告

呼出し

SOT11
保税運送申告
（承認）変更

呼出し

保税運送承認

保税運送
訂正受付

OLC
保税運送申告

CYO
CY搬出確認

登録

簡易審査扱い

【保税運送申告の自動起動（搬入時・開庁時識別）ついて】
１）通常の申告 （自動起動なし）

即時に申告を行います。尚、税関の開庁時間外に申告を行う場合は、
時間外執務要請届（OSA）を行う必要があります。

２）開庁時自動起動
税関の開庁時間到来を契機に申告を行います。尚、開庁時間内は
開庁時自動起動の登録はできません。

３）搬入時（船卸時）自動起動
発送地への搬入（「搬入確認登録」または「船卸確認登録」業務）を契機に
申告を行います。尚、起動時刻が税関の開庁時間外の場合は開庁時自
動起動に切り替わります。

※ＯＬＣ・ＯＬＡ20業務が書類審査扱いとなった
場合、及びSOT業務による変更は、税関によ
るSET(保税運送申告審査終了）業務によって
承認されます。

OLA
保税運送申告

事項登録

OLC20
保税運送申告

OLA11
保税運送申告

事項登録呼出し

事項登録後の訂正は「保税
運送申告番号」で呼び出します。

「貨物管理番号」による呼出し

SOT
保税運送申告
（承認）変更

保税運送申告の流れ



１件の保税運送申告

BIA：搬入確認登録 （保税運送貨物）

16

通関業者等

保税蔵置場

コンテナ情報
貨物情報
（B/L単位）

BIA

BIA （搬入確認登録（保税運送貨物）） 入力画面

BIA業務で登録した情報を
訂正するには、SAI11業務で
貨物情報を呼び出した上で、
SAI業務「輸入貨物訂正」を
行います。(注：一部SAI業務
では訂正できない項目もあり
ます。）
なお、BIA業務は取り消すこと
ができないので、取消しが
必要な場合は税関にご相談
ください。

選択する
「搬入識別」により、
入力必須項目
あるいは入力不可
項目が異なります。

搬入識別が「C」、及び
「D」の場合は必須入力 選択する

「搬入識別」により、
入力する番号が
異なります。

搬入識別
【一回に登録する件数や事故通知の有無などによって識別を使い分けます。】

A
保税運送申告番号で登録するとき
（一度に登録できるのは1申告）

B
コンテナ番号で登録するとき

（一度に登録できるのは1コンテナ）

C
B/L番号で登録するとき

（一度に登録できるのはB/L20件まで）

D
ボートノート搬入貨物または揚地詮議有りの貨物のとき

（B/L番号を入力。一度に登録できるのは20件まで）

E
コンテナ検査後に運送指定され到着する貨物のとき

（輸入申告番号を入力。一度に登録できるのは1件）

・OLC業務にて保税運送申告された貨物を保税蔵置場に搬入する場合は、本業務を行います。
・本業務によりコンテナ情報と貨物情報が切り離されます。（本業務はデバンニングの搬入です。）

海上システム参加蔵置場 海上システム参加蔵置場

船会社 保税蔵置場 通関業者 保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩＡ）

積荷目録提出/提出
（ＭＦＲ/ＤＭＦ）

搬入確認登録
（ＢＩＡ）

保税運送申告
（ＯＬＣ）

搬出確認登録
（ＢＯＡ）

輸入申告
（ＩＤＡ／ＩＤＣ）

通関業者保税蔵置場
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BIA：搬入確認登録 （保税運送貨物）

【搬入確認登録（BIA）業務の入力パターン】

保税運送申告番号単位 コンテナ番号単位 B/L番号単位 ボートノート、揚地詮議有貨物 コンテナ検査

1搬入年月日（システム日より過去1年） ○ ○ ○ ○ ○

2搬入時刻 △ △ △ △ △

3搬入識別 A B C D E

4搬入確認蔵置場（入力者と異なる場合） △ △ △ △ △

5搬入確認する番号 ○（保税運送申告番号） ○（コンテナ番号） ○（B/L番号） ○（B/L番号） ○（輸入申告番号）

6到着個数、個数単位コード × × ○ ○ ×

7重量、重量単位コード × × × ○ ×

8容積、容積単位コード × × × ○ ×

9危険貨物等コード × × △ △ ×

10記号番号 × × △ △ ×

11事故税関通知識別コード、事故コード × × △ △ ×

12記事 × × △ △ ×

○：必須項目 △：任意項目 ×：入力不可

入力例＜保税運送申告番号単位「A」＞

入力例＜コンテナ番号単位「B」＞

入力例＜Ｂ／Ｌ番号単位「C」＞

入力例＜ボートノート、揚地詮議有貨物「D」＞

入力例＜コンテナ検査「E」＞

※揚地詮議有貨物
貨物の数量が揚地（本邦輸入地）の保税蔵置場に

搬入の際に確定する貨物のこと。

保税運送貨物で
事故あり

バースからの
保税運送貨物



【注意】BIA：搬入確認登録（保税運送貨物）
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搬入確認時に事故（不足・破損等があった場合）のBIA業務

保税蔵置場

！？！？

事故貨物確認情報

搬入

事故通知…

・事故通知が必要な場合、搬入識別にA,B,及びEは選択できません（CまたはDのみ事故通知が可能）。
・本業務で税関に事故通知（Z）をした場合、貨物情報は保留状態となり、税関でのDMC(事故確認登録)業務が

行われるまで、後続業務（輸入申告・保税運送申告等）ができません。

BIA （搬入確認登録（保税運送貨物）） 入力画面

「搬入識別」
CまたはDの場合のみ
事故通知が可能

「通知識別」
税関への通知を要する
事故か否かを入力
要する ：Ｚ
要しない：Ｍ

税関（保税部門）

不足！
破損！

税関で事故確認

「事故」
OVERR(数量超過）
DENTE（へこみ）
BROKN（破損）など

（NACCS掲示板のNACCS業務関連コード
「事故種別コード」参照）

税関に事故通知



BOA：搬出確認登録（保税運送貨物）

BOA（搬出確認登録（保税運送貨物）） 入力画面

19

コンテナ詰めされていないバラ貨物を保税運送申告後に搬出する場合は、本業務を行います。
（コンテナ詰めされている貨物をCYから搬出する場合は、CYO（CY搬出確認登録）業務になります。）

「搬出日時」
全量搬出したことを確認してから登録すること。
搬出日が複数日にまたがった場合、最後に全量
搬出された日を搬出日時とします。

「発送地」
発送地が入力者の管理する保税地域である場合
のみ省略可能

「貨物管理番号」
B/L番号または輸出管理番号を入力
１回のBOA業務で20件まで登録可能

本業務の取消しは、
処理区分「1：搬出取消し」にて行う。
貨物管理番号単位での取消しが可能です。
但し、到着地保税蔵置場で搬入がされて
いる場合は、取消が出来なくなります。

海上システム参加蔵置場 海上システム参加蔵置場

船会社 保税蔵置場 通関業者 保税蔵置場

搬入確認登録
（ＢＩＡ）

積荷目録提出/提出
（ＭＦＲ/ＤＭＦ）

搬入確認登録
（ＢＩＡ）

保税運送申告
（ＯＬＣ）

搬出確認登録
（ＢＯＡ）

輸入申告
（ＩＤＡ／ＩＤＣ）

通関業者保税蔵置場



BIC
搬入確認登録
（輸出未通関）

未通関輸出貨物及び未通関積戻貨物を保税地域に搬入した場合は、本業務により、輸
出貨物管理番号単位で搬入確認の旨を登録します。

また、特定輸出申告によるコンテナ詰めされていないバラ貨物の許可済貨物で、ECR業
務で搬入予定先に指定された場合は、本業務により搬入確認登録を行います。

BID
搬入確認登録
（輸出許可済）

前保税地域でBOC【搬出確認登録（輸出許可済）】業務が行われている貨物を、コンテナ
詰めされていない状態で保税地域に搬入した場合は、本業務により輸出貨物管理番号
単位で搬入確認の旨を登録します。

また、特定輸出申告によるコンテナ詰めされていないバラ貨物の許可済貨物で、ECR業
務で搬入予定先が自社施設コード等システム不参加蔵置場の場合は、本業務により搬
入確認登録を行います。

BIE
システム外搬入確認登録
（輸出許可済）

前保税地域がNACCS不参加であり、かつ、NACCSシステムを使用せずに輸出申告がさ
れた許可済貨物（積戻許可を含む。）を、コンテナ詰めされていない状態で保税地域に搬
入した場合は、本業務により搬入確認登録を行います。

本業務では、貨物情報を新規に登録する処理を行い輸出管理番号を払い出します。

BIF
輸出貨物情報訂正

NACCS参加蔵置場（または他所蔵置場所）に蔵置されている輸出申告中あるいは輸出
許可済の貨物の情報を訂正する場合は、BIF11業務で貨物情報を呼び出し、本業務に
より訂正します。

本業務を送信した結果、「訂正保留（Ｐ）」となった場合は、税関担当に保留解除の依頼
をする必要があります。
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BOC
搬出確認登録
（輸出許可済）

保税地域に蔵置中のコンテナ詰めされていない輸出許可（積戻し許可含む。）済のバラ
貨物を保税地域から搬出する場合は、本業務により、その旨を登録します。

BOB
搬出確認登録
（貨物引取り）

保税地域に蔵置中のコンテナ詰めされていないバラ貨物を、内貨引取りによって搬出す
る場合は、本業務により搬出確認情報を登録します。

また、滅却・収容のため搬出する場合も、本業務を登録します。

VAN
バンニング情報登録
（コンテナ単位）

輸出貨物をコンテナにバンニングした場合は、「バンニング情報登録」業務（VANまたは
VAE）を行います。本業務の登録によりコンテナ番号と輸出管理番号の関連付けと共に
搬出確認登録を行います。（そのため、必須業務になります。）

なお、NACCS不参加保税蔵置場でバンニングした場合は、海貨業、通関業が必ず登録
することとなります。

VAE
バンニング情報登録
（輸出管理番号単位）

VAC
バンニング情報取消し

VAN業務またはVAE業務にて登録されたバンニング情報について、関連付けられたコン
テナ番号または輸出管理番号の一括取消しあるいは一部取消しを行う場合は、本業務
により取消しをします。

VAD
バンニング情報訂正

VAN業務またはVAE業務にて登録されたバンニング情報のバンニング個数、重量、容
積等を訂正する場合は、VAD11業務によりバンニング情報を呼び出し、本業務により訂
正します。

VAA
バンニング情報追加

VAN業務またはVAE業務にて登録されたバンニング情報に輸出管理番号を追加する場
合は、VAA11業務によりバンニング情報を呼び出し、本業務により追加します。
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海上輸入貨物 搬入・搬出業務一覧

BIA
搬入確認登録
（保税運送貨物）

NACCS参加保税地域（CY・保税蔵置場等）から保税運送した貨物を保税蔵置場
に搬入する場合は、本業務により搬入確認情報を登録します。また、船卸場所
からのボートノート運送等された貨物も、本業務により搬入確認情報を登録しま
す。

BIB
システム外搬入確認
（輸入貨物）

NACCS不参加保税地域（保税蔵置場等）から到着した輸入貨物または仮陸揚貨
物を保税蔵置場に搬入する場合は、本業務により搬入確認情報を登録します。

BIX
システム外搬入確認取消

BIB,CYB,CYD 【システム外搬入確認】業務により登録された貨物情報を削除す
る、あるいはBIB,CYB,CYD【システム外搬入確認】業務により登録されたB/L番
号を訂正する場合は、本業務を行います。

なお、本業務を行った後に、税関によりCAR【訂正保留解除】業務が行われるこ
とにより後続業務が可能となります。

BOA
搬出確認登録
（保税運送貨物）

保税蔵置場に蔵置中のコンテナ詰めされていないバラ貨物を保税運送のために
搬出する場合は、本業務により搬出確認情報を登録します。（コンテナ詰めされ
ている貨物はCYO【CY搬出確認登録】業務により行います。）

SAI
輸入貨物情報訂正

保税地域に蔵置されている貨物または仮陸揚貨物の情報を訂正する場合には、
SAI11【輸入貨物情報訂正呼出し】業務により貨物情報を呼び出し、本業務によ
り訂正します。当該訂正はPKI【船卸確認登録】業務が行われてから輸入許可等
が行われるまで行うことができます。なお、訂正保留となった場合は税関による
CAR【訂正保留解除】業務が行われるまで、当該貨物の移動・取扱等を行うこと
ができません。
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SHN
貨物取扱登録

（内容点検）

保税地域に蔵置されている貨物について、関税法第40条第1項に基づく「内容点検」「その
他の手入れ」を行う場合に、本業務により必要事項を登録します。

SHS
貨物取扱登録
（改装・仕分け）

保税地域に蔵置されている貨物について、関税法第40条第1項に基づく「改装」、「仕分け」
を行う場合に、本業務により必要事項を登録します。

CHU
貨物取扱登録
（仕合せ）

保税地域に蔵置されている輸出貨物（積戻貨物を含む）について、複数の輸出管理番号単
位の貨物を１つの輸出管理番号単位の貨物に仕合せする場合は、本業務により必要事項
を登録します。
これにより取扱場所へ貨物取扱情報が通知されます。
なお、本業務を行った場合は、以降の業務は仕合せした単位で行うこととなります。

CHJ
貨物情報仕分

システム参加保税地域等に蔵置されているコンテナ詰輸入貨物について、B／L番号単位
と異なる単位で輸入申告等を行うため、貨物情報を複数の情報に仕分けする場合は本業
務により必要事項を登録します。
「通常情報仕分け」「先行到着分情報仕分け」「分散蔵置情報仕分け」の3種類の情報仕分
けが可能です。
なお、本業務を行った場合は、以降の業務は仕分けた単位で行うこととなります。
また、情報仕分けをした旨を取り消す場合も本業務で行います。

SHC
貨物取扱取消

貨物取扱登録（SHN・SHS・CHU）、貨物取扱許可申請（CHD）を取り消す場合は、本業務に
よりその旨を登録します。
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CHD
貨物取扱登録
（許可申請）

保税蔵置場等に蔵置されている貨物について、関税法第40条第2項に基づく「見本の展
示」、「簡単な加工」及び「その他これらに類する行為」を行う場合は、本業務により税関に
対し許可申請を行います。

システムは申請を「簡易審査扱い」または「書類審査扱い」のいずれかに選定します。「簡
易審査扱い」に選定された申請は即時に許可となり、「書類審査扱い」に選定された申請は、
税関が行う「貨物取扱許可申請審査終了（CHE）」業務により許可となります。

CHI
貨物取扱結果通知

保税地域は貨物取扱登録（SHN・SHS・CHU）、貨物取扱許可申請（CHD）業務で登録され
た取扱いについて取扱いが終了した旨を通知します。また、当該通知を取り消す場合も本
業務で行います。なお、本業務は貨物取扱登録または貨物取扱許可申請を行った利用者
への通知が必要な場合のみ入力を行います。

MHA
見本持出許可申請

貨物情報が登録されている貨物を見本として一部持ち出す場合に申請する業務です。
関税法基本通達32-3に規定する包括許可に係る申請はMHAの対象外であり、マニュアル
による申請を行います。（汎用申請「HYS」も可能）
見本持出申請を行った場合、簡易審査扱い（区分1）の場合は即時に、また、書類審査扱い
（区分2）の場合は、税関による見本持出審査終了（MHE)業務により、見本持出許可通知情
報が配信されます。

MHC
見本持出取消

MHA業務を行った利用者が、税関の許可前にあらかじめ税関保税担当部門に申し出た後
に行う業務です。許可後に取り消す場合は、「NACCS登録情報変更願」を税関へ提出し、
税関が取消すこととなります。

MHO
見本持出確認登録

MHA業務にて許可となった見本が、保税地域等から一時持出しされた場合は、蔵置場所
の倉主等は、本業務により速やかに一時持出しされた旨の登録を行います。
本業務は任意業務ですが、管理統計資料「Ｇ０５．貨物取扱等一覧データ」の一時持出年
月日に出力する必要がある場合は、本業務が必要となります。
本業務の取消しは、本業務で行います。

24

海上貨物 各種手続き業務一覧（2/2）



海上貨物 主な照会業務一覧

ICG
貨物情報照会

個数、重量、品名等の貨物情報や通関状況及び保税地域等への搬出入状況を貨
物管理番号（B/L番号）単位に照会することができます。

ICN
コンテナ情報照会

コンテナ単位にコンテナ情報を照会します。

IWS
貨物在庫状況照会

保税地域単位に蔵置中の貨物またはコンテナの在庫状況を照会します。

IOL
保税運送申告照会

保税運送申告、包括保税運送承認に係る個別運送または特定保税運送の情報を
照会します。

IBI
輸入貨物搬入予定照会

保税運送承認済、包括保税運送承認に係る個別運送情報登録済または特定保税
運送登録済の貨物の情報を、到着地単位に貨物管理番号の一覧として照会します。

IEC
輸出貨物搬入予定照会

｢輸出貨物情報登録｣業務が行われた貨物のうち、保税地域に搬入予定の貨物の
情報を、保税地域単位かつ搬入予定日単位に輸出管理番号の一覧として照会しま
す。

INV
ハウスB/L貨物情報照
会

ハウスB/L貨物情報を混載親B/L単位に照会します。
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照会業務
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貨物情報照会について
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照会貨物にかかる処理状況を時系列で表示
・最新更新業務 ：業務コードを表示
・最新更新利用者：利用者コードを表示

【貨物種別】
22：輸出貨物（積戻し貨物を含む）
23：輸入貨物 28：仮陸揚貨物

【貨物状況】
ＢＮＤ：未許可蔵置中
ＥＸＰ：輸出許可済（積戻し許可済を含む）
ＩＭＰ：輸入許可済(BP・蔵入承認含む）
ＴＲＮ：運送中
ＣＣＬ：船積み確認済み
ＥＮＤ：削除表示設定
（ｼｽﾃﾑ外搬出、仕分仕合済、ﾃﾞﾊﾞﾝﾆﾝｸﾞ済等）

ＳＳＰ：訂正保留中
ＭＡＮ：貨物手作業移行 …など

貨物の情報
搬入業務や訂正業務で登録した内容を表示

◼ ICG 貨物情報照会 結果（TTL：全体情報上段）

ＩＣＧ（貨物情報照会）
輸入の場合⇒BL番号を入力
輸出の場合⇒輸出管理番号 を入力して送信



貨物情報照会について

28

輸出入申告が行われている場合に出力
許可日の出力があれば許可済

コンテナ貨物の場合にコンテナの状況を表す
コードを表示
Ａ：船卸前 Ｅ：バンニング済み
Ｂ：船卸済み Ｆ：ＣＹ搬入済み
Ｃ：ＣＹ搬出済み Ｇ：船積み処理済み
Ｄ：デバンニング済み

輸出入申告以外の手続き（保税運送、見本持
出許可申請等）の申請情報を表示

ＩＣＧ送信時の貨物の蔵置場所、蔵置個数を表示
貨物が運送中の場合ブランクになります

ＣＹＯ、ＢＯＣ、ＢＯＡ等の搬出登録
ＣＹＡ、ＢＩＣ、ＢＩＡ等の搬入登録の履歴を表示

◼ ICG 貨物情報照会 結果（TTL：全体情報下段）
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照会方法① 8頁のTTL照会結果から ② ICG新規入力画面から

送 信

全量搬出時のチェックポイント

輸出貨物では、「搬入個数・重量の合計＝搬出個数・重量の合計」に
なっていますか？ 不一致の場合は、貨物情報の滞留原因となります。

9桁であれば搬出番号、
11桁であれば輸出申告番号等

BND,保税地域コード
(5桁）を入力

ICG 入出庫管理情報 （BND,XXXXX）
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BOCやVAN/VAE実施により日時を反映。本船向搬出時は
「直接船積表示：D、搬入先：船舶コード」を反映

バンニング後は、コンテナ番号を反映

搬入済みの場合

未搬入の場合(搬入日時ブランク）

ICG 搬出入情報 （TRN）



管理統計資料の活用
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NACCS

輸出入申告・保税運送申告

搬入搬出貨物取扱登録

搬出業務等を行ったデータを集計して送付 （海上：週報）

通関業者

保税蔵置場

管理資料について

保税蔵置場で搬出入登録した情報はNACCSセンターで集計し、管理資料として配信しています。
配信する管理資料（搬出入データ、取扱データ）を保管することにより、保税台帳として取扱うことができます。

船会社

貨物情報の登録

BIA、BIN等

MFR等

IDC、OLT等

輸入貨物搬出入データ

♦搬入日時
PKI、BIA、CYAで入力した搬入日時

♦保税運送承認番号
保税運送で搬入された場合は保税運送承認番号等を出力

管理資料の出力例

※電磁的記録による保存を行う場合には、事前に管轄税関への届け出が必要です。

保税蔵置場のBIA(搬入確認登録)、CYO(搬出確認登録）等の登録実績

♦許可番号
輸入許可書の申告番号等を出力



保存サーバ
「管理資料再出力依頼（DLH01)業務」

保税管理資料
情報

NACCS

サ ー ビ ス 利 用 開 始 日 か ら
「 ５ 年 間 」 保 存

保税蔵置場等

通
常
取
出
し

再
取
出
し

保
存
サ
ー
ビ
ス

保税蔵置場等 取出し期間：
７日間（配信日含む）

下記管理資料の取得漏れは保税台帳の未記帳になる場合があります。上記期間に取得漏れがないよう管理が必要です。

１蔵置場あたり
月額1,000円(税抜)

番号 管理資料情報名 出力コード 周期

G01 輸入貨物搬出入データ SBS1400 週報 月曜

G02 輸出貨物搬出入データ SBT0200 週報 火曜

G05 貨物取扱等一覧データ SBS1700 週報 火曜

T19 航空輸入貨物搬出入データ ABS6900 日報

T20 航空輸入貨物取扱等一覧データ ABS7000 日報

S13 航空輸出貨物取扱等一覧データ ABT6300 日報

S14 航空輸出貨物搬出入データ ABT6400 日報

保税台帳として取扱うことができる管理資料（保存サービス対象）

【DLH01業務による取出要求】

管理資料取り出し
ボタンから取得

「業務」→
「管理資料情報再取り出し」
から取得

海上は週報での配信になるため、一週間おきの作成日になっていることをチェック
航空は日報での配信になるため、作成日の抜けがないことをチェック

取得年月日、時刻

参考）取得漏れを防ぐためにファイル名の「作成日」を確認

管理資料取得可能期間は下記3種類です。

【管理資料取り出し】

【管理資料再取出】

管理資料
情報

管理資料
情報

管理資料の取得方法
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作成日

再取出し期間：
６２日間（配信日含む）

保税蔵置場等



管理統計資料の活用（保税台帳の作成について）

【G01 輸入貨物搬出入データ】
前週中に保税地域より搬出のあった輸入貨物の搬出入デー

タを保税地域単位に出力する。なお、搬出取消しのあった輸入
貨物のデータも出力する。

【G02 輸出貨物搬出入データ】
前週中に保税地域より搬出(船積み含む。以下同様)のあった

輸出貨物の搬出入データを保税地域単位に出力する。なお、
搬出取消しのあった輸出貨物のデータも出力する。

【G05 貨物取扱等一覧データ】
前週中に貨物取扱登録、貨物取扱許可された貨物の取扱等一

覧データを保税地域単位に出力する。また、見本持出許可申請
または見本持出確認登録が行われた貨物においては、一定期間
経過後に保税地域単位に出力する。

【S13 航空輸出貨物取扱等一覧データ】
前日中に貨物取扱登録(仕分け及び仕合せの場合を除く)、貨物

取扱許可された輸出貨物の取扱等一覧データを保税蔵置場単位
に出力する。また、見本持出許可申請または見本持出確認登録
が行われた貨物においては、一定期間経過後に保税蔵置場単位
に出力する。

【S14 航空輸出貨物搬出入データ一覧】
前日中に保税蔵置場より搬出入のあった輸出貨物のデータを保

税蔵置場単位に出力する。なお、搬出取消しや訂正のあった輸出
貨物のデータも出力する。

【T19 航空輸入貨物搬出入データ一覧】
前日中に保税蔵置場より搬出入のあった輸入貨物のデータを保

税蔵置場単位に出力する。なお、搬出取消しや訂正のあった輸入
貨物のデータも出力する。

海上貨物関連 管理資料情報名 航空貨物関連 管理資料情報名

保税管理資料保存サービスの詳細につきましては、NACCS掲示
板よりご確認ください。
NACCS掲示板 > NACCS業務仕様・関連資料 > 各種資料 > 
保税管理資料保存サービス関連資料

【T20 航空輸入貨物取扱等一覧データ 】
前日中に貨物取扱登録(改装・仕分けの場合を除く)、貨物取扱

許可された輸入貨物の取扱等一覧データを保税蔵置場単位に出
力する。また、見本持出許可申請または見本持出確認登録が行
われた貨物においては、一定期間経過後に保税蔵置場単位に出
力する。
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保税台帳として取扱うことができる管理資料（保存サービス対象）の詳細

https://bbs.naccscenter.com/naccs/dfw/web/system/etcdoc/hozei.html


業務
仕様書
番号

管理資料名 出力情報コード 周期 備考

1 T19 航空輸入貨物搬出入データ（航空） ABS6900 日報

2 T20 航空輸入貨物取扱等一覧データ（航空） ABS7000 日報

3 S13 航空輸出貨物取扱等一覧データ（航空） ABT6300 日報

4 S14 航空輸出貨物搬出入データ（航空） ABT6400 日報

5 G01 輸入貨物搬出入データ（海上） SBS1400 週報 月曜日配信

6 G05 貨物取扱等一覧データ（海上） SBS1700 週報 火曜日配信

7 G08 輸入貨物コンテナ関連データ（海上） SBS1800 週報 月曜日配信

8 G02 輸出貨物搬出入データ（海上） SBT0200 週報 火曜日配信

9 G09 輸出貨物コンテナ関連データ（海上） SBT0500 週報 火曜日配信

※利用可能業種：CY、保税蔵置場、航空会社、機用品業【サービス対象管理資料 】

保税管理資料保存サービスの一覧

35

★当サービスの利用料金は、1利用者コード毎に月額1,000円（税抜）です。
★DLH01業務の従量料金は、４円（プランＡ）又は５円（プランＢ）です。

本サービスを利用される場合、あらかじめ利用契約の変更手続きが必要となります。

詳細につきましてはNACCS掲示板｜各種資料よりご参照ください。

『保税管理資料保存サービス』

https://bbs.naccscenter.com/naccs/dfw/web/system/etcdoc/
http://www.naccscenter.com/keijiban/sea/common/etcdoc/etcdoc6/data/2011030301.pdf


汎用申請業務

36



汎用申請業務について
◼ 汎用申請（HYS）とは・・・

添付ファイル（記入済の電子ファイル（指定様式））を添付し送信することで、税関手続を行うこと
ができる業務です。HYSで申請可能な手続きの一覧はNACCS掲示板をご確認ください。

（ https://bbs.naccscenter.com/naccs/dfw/web/system/code/hanyo/ ）

⚫ 汎用申請変更（HYE）
汎用申請 （HYS）による申請後、許可・承認等の前に訂正を行う場合は、あらかじめ税関に
申し出た後、訂正・変更済の申請様式を添付し送信することにより、汎用申請の訂正を行
う。（許可・承認後はシステム処理不可）

⚫ 汎用申請照会（IHY）
「汎用申請（HYS）」または「汎用申請変更（HYE）」業務に係る情報を照会する事が出来ま

す。（汎用申請受理番号にて照会）
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＊添付ファイル形式 ：添付ファイルに利用可能な拡張子（大文字、小文字は問わない）
・“ txt “,“ doc “, “ docx “, “ ppt “, “ pptx “, “ xml “, “ htm “, “ html “, “ rtf “, “ jtd “,

“ xls “, “ xlsx “, “ csv “, “ jpeg “, “ jpe “, “ jpg “, “ tif “, “ tiff “, “ bmp “, “ gif “, “ png “, “ pdf “, “ jet “

＊１業務に送信できる合計容量 ： 10MB以下

添付ファイルの形式・個数・容量

以下の業務を除いて、申請手続種別コード単位で一申請ごとに申請を行うこととなる。
申請手続種別コード「Ｇ９１」免税物品輸入申告（３８０申告・輸入）、「Ｇ９２」軍納物品輸入申告（３８１
申告・輸入）、「Ｇ９３」輸入ドキュメント通関申告、「Ｇ９４」免税物品輸出申告（３８０申告・輸出）、
「Ｇ９５」軍納物品輸出申告（３８１申告・輸出）及び「Ｇ９６」輸出ドキュメント通関申告については、
一申告ごとに申請を行うこと。（第６次NACCSからの新規汎用申請業務）

申請の単位

https://bbs.naccscenter.com/naccs/dfw/web/system/code/hanyo/


汎用申請の入力方法
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https://bbs.naccscenter.co
m/naccs/dfw/web/system

/ref/sea/ 🖱

汎用申請の入力に関しましては、NACCS掲示板のシステム業務資料をご参照ください。
※本資料編纂時に参考とした講習会資料も同じページに格納しております。

https://bbs.naccscenter.com/naccs/dfw/web/system/ref/sea/
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汎用申請一覧 監視関係（抜粋）

不開港入港届出

不開港入港前報告

不開港出港届出

不開港出港時旅客情報提出

不開港出港時乗組員情報提出

税関空港出港時旅客予約記録情報報告

不開港出港時旅客予約記録情報報告

沿海通航船等外国寄港届出

積荷目録事前報告

不開港在港期間等変更申出

船移届出

貨物の指定地外積卸許可申請

船陸交通一括許可申請変更届出

指定地外交通許可申請
（外国往来船又は外国往来航空機）（包括）

船陸交通許可申請
（外国往来船又は外国往来航空機）（包括）

仮陸揚届出（船用品等）

仮陸揚復路運送申告（船用品等）

仮陸揚期間延長申出

外貨船機用品積込承認申告（包括）

外貨船機用品積込（包括）訂正申出

内貨船機用品積込承認申告（包括）

内貨船機用品積込（包括）訂正申出

船機用燃料油振替積込承認申請

とん税非課税理由証明申請

不開港出入許可申請（航空機）

入港届提出（報告書）（公用船）

出港報告書提出（公用船）
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汎用申請一覧 監視関係（抜粋）

船長陳述書提出

外貨船機用品積込承認申告

外貨船機用品積込期間延長承認申請

内貨船機用品積込承認申告

滅却（廃棄）承認申請（船機用品）

託送品輸出申告

託送品目録提出

指定地外貨物検査許可申請（旅具）

外国貨物の指定場所外の検査の許可申請
（旅具）（積戻し）

不用・残存船（機）用品等輸入・取卸申告

支払手段等の携帯輸出・輸入申告

内国貨物運送申告

証明書類交付申請（監視）

開庁時間外貨物積卸届

時間外執務要請届（監視）

船卸許可申請撤回申出書提出

国際観光旅客税の過誤納金の還付請求

国際観光旅客税納付申出（個人・直納）

国際観光旅客税の納税地の特例に係る承認申請

国際観光旅客税の納税地の特例に係る不適用の
届出

国際旅客運送事業の開廃等の届出

国際旅客運送事業の異動に係る届出

国際旅客運送事業の承継に係る届出

国際観光旅客税納税管理人に係る選任の届出

国際観光旅客税納税管理人に係る解任の届出

ＮＡＣＣＳ登録情報変更申出（監視）
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汎用申請一覧 保税関係（抜粋）
船機用品戻入届出

見本一時持出（包括）許可申請

外国貨物廃棄届出

保税台帳電磁的記録保存届出

税関職員派出申請

他所蔵置許可済外国貨物廃棄届出

保税蔵置場許可申請

保税工場許可申請

保税展示場許可申請

博覧会等の指定に関する承認申請

総合保税地域許可申請

保税地域許可期間更新申請

保税地域蔵置貨物種類変更届

保税地域許可内容変更届出

同時蔵置特例届出

同時蔵置特例変更届出

外国貨物蔵置期間延長承認申請

未承認貨物蔵置期間延長申請

保税地域収容能力等変更届出

保税地域収容能力等変更届出（総合保税地域）

滅却（廃棄）承認申請

外国貨物の包括滅却承認申請

外国貨物亡失届出

保税地域休廃業届出

保税地域業務再開届出
保税蔵置場許可の承継の承認申請

保税工場許可の承継の承認申請

保税展示場許可の承継の承認申請

総合保税地域許可の承継の承認申請

保税作業開始届

保税作業終了届

保税作業種類変更届

内外貨混合使用承認申請

保税工場外保税作業許可申請

総合保税地域外保税作業許可申請

保税工場外における保税作業期間の変更申請

保税工場外における保税作業場所の変更申請

総合保税地域外における保税作業期間の変更申請

総合保税地域外における保税作業場所の変更申請

外国貨物加工製造報告

貨物の総量管理適用（更新）申出

総量管理適用工場における外国貨物加工、製造等報告

保税展示場外使用許可申請

保税展示場外における使用期間の変更申請

保税展示場外における使用場所の変更申請

総合保税地域外使用許可申請

総合保税地域外における使用期間の変更申請

総合保税地域外における使用場所の変更申請
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汎用申請一覧 保税関係（抜粋）
販売用貨物等の搬入に係る届出

郵便物保税運送届出

時間外執務要請届（保税）

証明書類交付申請（保税）

製造用原料品に係る製造工場承認申請

輸出貨物製造用原料品に係る製造工場承認申請

製造工場の承認内容の変更に係る届出

輸出貨物製造用原料品に係る製造工場の
承認内容の変更に係る届出
製造用原料品と同種の他の原料品との
混用承認申請
輸出貨物製造用原料品と同種の他の原料品との
混用承認申請
製造用原料品・輸出貨物製造用原料品による
製造終了届

飼料製造用原料品製造終了届

製造用原料品の用途外使用等の承認申請

輸出貨物製造用原料品の用途外使用等の
承認申請

製造用原料品等の亡失に係る届出

輸出貨物製造用原料品等の亡失に係る届出

製造用原料品等の滅却の承認申請

製造用原料品等の譲渡届

輸出貨物製造用原料品の譲渡届

課税原料品を使用する保税作業届

未納税原料品を使用する保税作業届

特例申告による輸入原料品を使用する保税作業届

違約品等保税地域搬入届

小売業者承認申請

免税コンテナー再輸出期間延長承認申請

免税コンテナー等の用途外使用の承認申請

免税コンテナー等の亡失の届出

免税コンテナー等滅却承認申請

免税コンテナー等変質損傷減税申請

免税コンテナー記帳事務所報告

国産コンテナー等確認申請

国産コンテナー等確認証紙貼付事績報告

コンテナーの個別承認申請

コンテナーの型式承認申請

ＮＡＣＣＳ登録情報変更申出（保税）



NACCS掲示板・サポート体制
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NACCS掲示板の活用
NACCS掲示板には、各種お知らせや参考情報等を随時更新・掲載しております。
お問い合わせいただく前に、ご確認ください。
※ 利用者向掲示板へはデストップの「Ｎ」字のショートカットアイコンや、パッケージソフトの「ヘルプ（H)|NACCS掲示板(N)」からアクセスします。

②

③ ④
NACCS掲示板の活用

①ピックアップメニュー
業務コード集、パッケージソフトやデジタル証明書に係る資料、
虎の巻シリーズ等を掲載しています。

②新着情報
関係法令の改正、バージョンアップ情報、業務コード集の更新、
業務仕様の更新、官公庁のシステム停止、説明会等のご案内 等
を掲載しています。

③NACCSのご利用方法
システムの利用規程や料金プラン等を掲載しています。

④申込手続（NSS）
NACCSサポートシステム（NSS）からの申込に係る各種情報を
掲載しています。

※NACCS掲示板はインターネットからもアクセスできます。
URL：https://bbs.naccscenter.com/naccs/dfw/web/

QRコード

注）一般サイトからのアクセスでは、一部閲覧不可の
コンテンツがあります

①

・バンニングマスター
・FAINSマスター
・海上仕分けマスター

※今後も追加予定です

https://bbs.naccscenter.com/naccs/dfw/web/
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NACCS掲示板の活用

〇．虎の巻 マスターシリーズ
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〇．虎の巻 マスターシリーズ

NACCS掲示板の活用
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〇．虎の巻 マスターシリーズ

NACCS掲示板の活用
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〇．虎の巻 マスターシリーズ

NACCS掲示板の活用
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〇．虎の巻 マスターシリーズ

NACCS掲示板の活用
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NACCS掲示板の活用

NACCS掲示板の活用

⑤NACCS業務仕様・関連資料
講習会の資料や業務フロー図、自社システム用のEDI仕様書、
エラーメッセージ集等を掲載しています。

Ⓐ業務仕様書
NACCSで使用する各業務コードの仕様を掲載しています。
また、各業務実施後に登録されたデータの保存期間は、「各種
（DB）のシステム保存期間」で確認できます。

Ⓑ業務コード集
保税地域コードや包装種類コード、数量単位コードなどを掲載
しています。

Ⓒ仕様変更一覧
プログラム変に係る資料です。

Ⓓシステム業務資料
海空別に各業種に分けてNACCSで行う業務を掲載しています。
パッケージの操作方法など、業種以外の資料もございます。

Ⓔ電算関係税関業務事務取扱要領
税関からのNACCS運用マニュアルです。

⑥よくある問合せ
お客様から頂いたお問い合わせをもとに「よくある問合せ」とし
てFAQを掲載しております。
海空・業種別に事例を載せておりますが、キーワードを入力して
検索ボタンを押すことで、「よくある問合せ」の中から関連する
情報を検索できます。

⑤ ⑥

Ⓑ

Ⓓ

Ⓔ

Ⓒ



②回答
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NACCS掲示板の活用

よくある問合せ 事例１ BIA(搬入確認登録)で「E0328」エラーが出た

①検索



②回答
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NACCS掲示板の活用

よくある問合せ 事例２ VAN/VAE業務後、コンテナ番号を訂正したい

①検索



NACCSのサポート体制のご案内

Webフォーム URL

事業所 電話番号 運営時間

ヘルプデスク
ｾﾞﾛ ｲﾁ ﾆ ｾﾞﾛ - ﾅﾅ ｷｭｳ ﾖﾝ ｺﾞ ｺﾞ ｾﾞﾛ

0 1 2 0 – 7 9 4 5 5 0
終 日

Webフォームによるお問合せの受付は、
平日08：30～19：00です。
それ以外の時間帯で受信したものは、
翌営業日の受付となります。

① Webフォームを利用したお問合せについて

② 電話でのお問い合わせ
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NACCSセンターからのお知らせ
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※御社内での情報共有をお願いいたします



NACCSセンターからのお知らせ
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〇．ＣＦＳ貨物引取業務



NACCSセンターからのお知らせ
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〇．ＣＦＳ貨物引取業務



NACCSセンターからのお知らせ

〇．Windows8.1及びInternet Explorer11のサポート終了に関するお知らせ
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NACCSセンターからのお知らせ
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NACCSセンターからのお知らせ
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NACCSセンターからのお知らせ
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事業所 連絡先 運営時間

関西事務所 Email:  westjapan@naccs.jp
TEL： 06-6446-3812

平 日

8:30~17:00

最後まで、ご清聴いただき、ありがとうございました。
何かございましたら、お気軽にご相談ください。

本講習会資料に関するお問い合わせ

※この資料の再配布、二次使用はお断りしております

mailto:westjapan@naccs.jp

